
1。 は じ め に

香港 におけるフィリピン人家事労働者の歴史は

1970年 後半 にまで遡 ることがで きる。1980年代以

降,フ イリピン経済の悪化により,フ イリピン国内に

おける就業率は減少 し,フ イリピンは国を挙げて,国

民を海外へ送 り出すことによって,外貨を稼 ぐことを

余儀なくされた。海外に出た労働者は一家の大黒柱 と
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なり,家族から頼 られ,ま た,重宝されることになっ

た。香港における家事労働における賃金は,他の国家

や地域と比較すると高額であるため,香港を「出稼 ぎ

の地」 として選択するフィリピン女性は非常に多い。

小ヶ谷によると,ア ジアの受入国の中でも,外国人家

事労働者の標準雇用契約と最低賃金制度が存在するこ

と,外国人家事労働者も労働法による保護を受けられ

ること,そのために,労働組合を含めた結社活動が認

められていることなどから,香港は,海外からの移住
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フイリピン女性は非常に多い。現在,約 14万 2千 5百 人のフイリピン人が香港で家事労働に従事 し

ている。香港の労働法令では,海外家事労働者は日曜および祝 日には休暇をとる権利があると定めら

れてお り,フ イリピン人家事労働者は,こ れらの体暇をできる限 り利用 し,娯楽活動,宗教活動 とい

った様々な活動に参加 している。本研究は,こ ういった余暇時の活動を通 して,家事労働に従事する

フイリピン女性の故郷とのネットワークの築き方について理解をふかめ,そ こから見えてくるフイリ

ピン人女性の国家,地域,民族アイデンティティについて考察 したものである。
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労働者にとって,相対的に労働条件が整っている地域

であると述べている|。 こういった諸事情が,香港が

外国人家事労働者をひきつける大 きな要因となってい

る。2001年 における香港の国勢調査によると,約 14

万 2千 5百 人のフイリピン人が香港に居住 しているこ
。

香港では,海外家事労働者の lヶ 月あたりの法定最

低賃金が 3,270香港 ドル (約 47,415円 )と 定められて

いる5。 また,家事労働者は,毎週最低 1日 は休暇を

とる権利が与えられている。 (実 際には,そ の休暇は

完全な 1日 ではな く,24時 間を下回つている。)1週

間に 1度の体暇,祝祭日,年休以外にも,家事労働者

は労働年数によつて,一時帰国のために 1週 間から 2

週間にかけて,体暇をとることができるようになって

いる6。

彼女たちは,故郷 とのつなが りを保つため,こ れら

の休暇をできる限 り利用 し,一時帰国を含めて,様々

な活動に参加 している。本研究では,家事労働に従事

するフイリピン女性 を対象 とし,余暇における諸活

動,例 えば,彼女たちの,故郷 とのネットワークの築

き方,余暇における娯楽活動,宗教活動および飲食傾

向について,調査を行い,その結果を分析 し,彼女た

ちのアイデンティテイを考察 した。

本研究で用いた調査方法は以下のものである :

①アンケート形式の調査 。`(ア ンケート用紙の配布

部数は80部 ,有効回答数は65部である。)

②聞き取り̈。

③論文,書籍,雑誌などの参照

④政府などの調査報告書の参照

2。 フイリピン人家事労働者の故郷と関わり方

家事労働者として香港で働 くフイリピン人女性は
,

フイリピンにいる家族や友人などと,なおも密接に関

係を保っていることが,ア ンケート調査の結果から確

認できた。アンケー ト調査の結果,回答者 65人 中,74

%が故郷を「故郷を非常に懐かしく思う」と答えてい

る。滞在期間が 6年 ヽ10年 ,お よび lo年以上の労働

者の場合,「故郷を非常に懐かしく思う」という割合

は 8割 と高く,5年以下の場合は,66%である。香港

での滞在年数が長いほど,郷愁の気持ちが強くなる傾

向にある。その一方で,回答者 65人のうち,約 45%

が,故郷の家族や友人と 1ケ 月のうち「3～ 5回 (1週

間に 1回程度)連絡を取っている」と答えており,約

25%が「9回以上 (1週 間に2回以上)連絡を取って

いる」としている。アンケートでは,香港での滞在年

数が短いほど,故郷と連絡を取る頻度が高くなってい

る。故郷 との連絡の取 り方は,国 際電話 (8割 以

上),手紙や Eメ ールなど (約 2割 )と なっており,

費用が多少かかっても,直接「生」の声を聞くことを

重視しているようだ。また,回答者うち,大半を占め

る95%は ,フ イリピンにおける情報やニュースに常

に関心を持っており, 日常的に関連情報を入手しよう

と努力している。フイリピン人家事労働者は,電話や

手紙,情報の収集といった方法によつて,故郷 との

「間接的な」接触を頻繁に行なっているのである。

「直接的な」故郷との接触について述べると,回答

者うち,62%が 「2年 に 1度帰国」し,36%が 「1年

に 1度帰国する」と回答している。また,滞在年数が

長いほど,一時帰国の頻度が高くなる傾向があるが
,

これは彼女たちの経済的背景と大きく関連していると

いえる。帰国には航空機を使用するため,費用はある

程度必要となる。また,帰 国時には「故郷に錦を飾

る」ために,多少無理をしてでも,家族や知人などへ

の大量の土産を準備する。聞き取りの中で,故郷への

贈 り物や土産について,以下のような事例がみられ

る。

メイ ドは,一時帰国時の前 になると,普段は本

人でも使わないような高価な日本製の化粧品を大

量に買ったり,携帯電話やラジオなどの電気製品

を買ったりしています。 (雇用主 S氏 )

一時帰国時に,ス ーツケースに入 りきらないお

土産は,事前に船便で送つているようですが,非

常に多量で,段ボール箱が数箱に及んだこともあ

りました。 (雇 用主 M氏 )

このような出費は,滞在年数が短 く,貯蓄が少ない

労働者にとっては,一時帰国への大きな負担 となって



いる。回答者うち,大半を占める97%は ,定期的に

金銭や物資を故郷へ送っているため, とりわけ,滞在

年数が短い労働者は,なかなかまとまった金額を貯蓄

できず,頻繁に一時帰国できないという事情もあるの

である。 (ア ンケート設間 4-9を参照。)

アンケート調査の結果から,「間接的」或いは「直

接的」な方法によって,フ ィリピン人家事労働者は
,

異郷の地で働きながら,なおも積極的に故郷とのかか

わりを保つ努力をしているこということが確認できた

が,そ ういった関わり方は,ハ ード面 (金銭の送金 ,

物資の輸送など),ソ フト面 (電話や手紙などを通 し

て近況を知らせたり,相手の状況をたずねたりするこ

となど)の双方ともに,香港にいるフイリピン人家事

労働者の側から主導的に行なわれており,フ イリピン

の故郷にいる家族や知人の側からの積極的なかかわり

は極めて稀である。その理由としては,通信費などの

金銭的な負担を,故郷にいる家族にかけたくないこと

や,多 くの家事労働者が住み込みとして働いているた

めに,雇用主が家事労働者の家族や知人からの電話に

対して,不快感を示すことなどが考えられるが,最大

の理由は,故郷の家族への「思い」であるといえるだ

ろう。大半のフィリピン人家事労働者は, ビジネスや

専門的な分野において成功を収めるというような,い

わゆる海外発展型の労働者ではない。また,「海外生

活にあこがれて」や「海外を体験してみたい」といっ

た興味によるものでもなく,「異郷で収入を得て,故

郷にいる家族のための経済的な支柱になること」なの

である。そういった背景から,「家族のために働 く」

彼女たちにとって,故郷の家族は′亡ヽの支えとなってお

り,ま た,家族との間には,一種の相互依頼の関係が

構築されているのである。この相互依頼の関係を確認

するために,そ して,よ り強固なものにするために
,

フイリピン家事労働者たちは,積極的に故郷との関わ

りを保とうとしているのである。彼女たちは,多少金

銭的負担がかかったとしても,手紙ではなく,国際電

話を利用して家族と連絡を取ることを厭わないのは
,

こういった「思い」からであろうと容易に推測でき

る。国際電話に関する聞き取 り内容を以下に紹介す

る 三

毎晩,メ イ ドは,自 由な時間ができると,す ぐ

にやることは電話。最初は,香港にいる同郷人を

相手に,話 しているのかと思っていたが,故郷の

家族へもよく電話をかけているようです。電話代

も安くはないし,こ んなに電話代を使って大文夫
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なのか,こ ちらが不安になるほどです。 (雇 用主

N氏 )

故郷への電話は週に 1回程度 しているようだけ

ど,SMS(携帯電話のメッセージ機能)な ら,毎

日のように利用 している。ひどい時は,仕事中も

携帯を離さず,カ チカチとメッセージを打ち続け

ていることもある。一度,度が過ぎると叱ったこ

とがあるが,自 分から電話を取ったら,夢や希望

や楽 しみがなくなると返された。 (M氏 )

香港の雇用契約の規定では,同 一の雇用主の もと

で,12ケ 月継続 して労働 した場合,有給休暇を使 う

権利が与えられる。よって,1年 ,或いは 2年毎に
,

多 くのフイリピン人家事労働者は,その有給休暇を利

用 して,家族への思いを胸に,一時帰国するケースが

多い。彼女たちにとって,こ の一時帰国は,「直接」

故郷 と接することのできる貴重な機会でもあ り,「故

郷に錦を飾る」ための非常に重要な事項でもある。筆

者の聞き取 りによると,一時帰国はクリスマスを含め

た年末年始などに実施されることが多いが,雇用主の

事情によつて帰国時期の変更を余儀なくされるケース

もあり,いつでも自分の都合で好 きな時に帰国できる

わけではない。聞き取 りからも,フ イリピン人家事労

働者が,一時帰国をいかに重要視 しているかがうかが

える例を紹介する :

メイ ドはカソリックの信者なので,ク リスマス

は家族と過ごしたい気持ちが強 く,いつも,そ の

時期の一時帰国を要求 してくる。こちらも年末年

始は仕事が休みなので,その時期の帰国は基本的

に許可 している。 (雇用主 M氏 )

メイドが「9月 に一時帰国したい」 と申し出て

きたので断った。共働 きなので,その時期に体ま
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れると,子供の幼稚園の送迎はだれがするのか ,

食事の準備はどうなるのかなどといつた問題が浮

上 してきて,そ の時期に帰国の許可を与えること

はできなかった。それを伝えると不満だったよう

で,泣 き出してしまい,困 った。 (雇 用主 s氏 )

一家で長期の旅行をすることになったので,同

じ期間,特別のプレゼントという名目で,航空券

と休暇を与えたら,何度 も,「 クリスマス休暇 も

取れるのか」 と確認 してきた。「もちろん,ク リ

スマスにも帰っていい」と言うと,非常に喜んで

いた。 (雇 用主 s氏 )

アンケー ト調査の結果からも,滞在期間の長さに関

わらず,フ ィリピン人家事労働者は,異郷の地である

香港にいて,故郷に対 して非常に強い感情を持ってい

ることが確認できたが,香港で居住するフイリピン家

事労働者にとって,香港は,強 い帰属意識を有する場

所ではなく,仕事 と収入を得るための場所に過 ぎず ,

彼女たちにとって,最 も重要で,かつ,「家」である

のはやは り故郷,フ イリピンなのである。彼女たち

は,故郷を思うだけではなく,積極的に故郷 とのかか

わりを保つ努力をしている7。 以下の章では,フ イリ

ピン人家事労働者の余暇活動 (娯楽,宗教,飲食活動

など)を通 して,彼女たちが異郷の地において,どの

ようにフイリピン人としてのアイデンティティを保持

しているのかということについて,理解 を深めてい

く。

3。 フ イリピン人家事労働 者 の余 暇活動

香港で家事労働者として就労する場合,週 1回 の休

日 (主 に日曜日)お よび祝祭日が基本的な休暇日とな

る。大部分の家事労働者は,休暇日になると,就労 し

ている雇用主の家ではなく,屋外で過ごす。よって
,

香港各地区の公園,広 場,シ ョッピングモールなど

は,休 日になると,フ ィリピン人をはじめとする各国

の家事労働者であふれかえる。特に,セ ントラル地区

のエンプレス広場一帯は,フ イリピン出身者が集中す

る場所として知られている。

アンケー ト調査の結果では,フ イリピン人家事労働

者は,体暇を 1人で過ごすことはなく,友人や知人と

ともに過ごす傾向があるということがわかった。回答

者うち,約 55%は ,「友人・知人と集まる」 と答えて

いる。また,4割近 くが「教会主催の活動に参加 して

いる」 と回答 し,残 りの 1割 弱が,「 フイリピン人家

事労働者で組織する労働組合の活動に参加 している」

と答えている。労働組合が主催する活動について言え

ば, とりわけ,滞在期間が 5年以下の家事労働者は
,

労働組合についてあまり関心を持っておらず,彼女た

ちにとっての労働組合とは,仕事に関係する機関でし

かなく,彼女たちの文化的なアイデンティティに大 き

な影響を与えているものではないと考えられる8。

休暇における活動の主な目的は,「友人・知人との

交流を深めること」 と「宗教的活動への参与」である

が,回答者うち,約 2割 は「娯楽を目的」 として,体

暇を過ごしている。回答者の年齢 と,香港での滞在期

間は様々であるが,年齢層ごとに結果をまとめてみた

場合でも,結果は各年齢層 ともに類似 していた。 (ア

ンケー ト設間 1-3を 参照。)

多くのフイリピン人家事労働者は,休暇時には友人

や知人とともに行動を共にする傾向があるが,友人や

知人は,同国出身者,厳密にいえば同じ方言を話す同

郷人である場合がほとんどである。仕事の性質,使用

言語および文化的背景により,彼女たちは香港人の友

人を作る機会は極めて少なく,その社交範囲も,同郷

人,あ るいは同一地区で労働するフィリピン人に限ら

れている。このような環境に身を置 く彼女たちにとっ

て,郷愁や孤独感が沸 き起 こることは不思議ではな

い。よって,彼女たちは休暇時に,友人や知人と集ま

って交流すること以外に,互いに故郷に関する情報を

交換 したりすることによって,故郷や祖国への帰属意

識を維持 し,郷愁や孤独感によるホームシックを回避

しているのである。

また,大部分のフィリピン人家事労働者はキリス ト

教系宗教 (カ ソリックおよびその宗派,プロテスタン

トおよびその宗派)の信者であるため,教会での礼拝

や関連する活動への参加 も,彼女たちの休 日における

重要な活動の一つとなっている。午前中に個人で礼拝

日曜日のセントラル地 |ズ のエンプレス広場
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に参加 し,午後,知人や友人と他の場所でおちあうと

するものもいれば,午後 も継続 して,フ イリピン人が

メインとなっている教会活動に参加するものもいる。

フイリピン人家事労働者は,友人や知人とともに休

暇を過ごすため,活動の性質 も,友人や知人 との交

流,そ して,娯楽がメインとなっている。セントラル

地区での参与観察や,聞 き取 りからも,フ ィリピン人

家事労働者の多 くが,出費につながるショッピングな

どを控え, ピクニックさながら,地面にシー トを広げ

て,場所を陣取 り,飲食や雑談をしたり, トランプな

どの遊戯に興 じたり,フ イリピンの書籍や新聞を読ん

だりしているケースが多い。また,特別な行事がある

日や記念には,郊外に出向き,バーベキューを行った

り,歌や民族舞踊に興 じたりしている。アンケー ト調

査で,教会での活動を選択 したものは,布教や,香港

に着たばか りの家事労働者への指導など,教会による

グループ活動やボランティア活動を行っている。聞き

取 りの中から,休暇の活動に関するものを紹介する 三

うちのメイ ドに,「 この前の休み,ど こかへ行

った ?」 と質問することがあ りますが, どこか特

別な場所へ行ったわけでもなく,同郷の友達 と情

報交換をしたり雑談などをしたりすることが多い

ようです。宗教活動は,何か特別な儀式や行事が

ある時のみ,1日 中参加 しているようですが,大

抵は,友達との集まりに時間を費や しているよう

です。 (雇用主 M氏 )

家の用事で, どうしても日曜日に人手が必要に

なり,余分に賃金を支払うという条件で,休 日返

上を依頼することもたまにあります。快諾 してく

れることはあまりないですね。断られることもあ

るし,了 承する時は,し ぶ しぶ といった感 じで

す。お金よりも,友達に会える休 日のほうがいい

のでしょう。 (雇用主 M氏 )

毎日家事や子育てなどに追われているので,休

みの時を非常に心待ちにしているようです。前日

なんかは,フ ァッションショーのように,翌 日に

来て行 く服を鏡の前で試着 したりしてたし,夜遅

くまで起きて,翌 日持参するための料理の下準備

など,い ろいろとやっていますね。(雇用主 s氏 )

休 日に物品の販売をしているかどうかは,わ か

らないけれど,い らないものを友達 とお互いに譲

り合ったり,読み終えた自国の雑誌や新聞を,交

換 し合ったりしているようです。 (雇用主 L氏 )

フイリピンのことが新聞やニュースで報道され

シートを広げて集うフイリピン人家事労働者

たら,教えてあげるのですが,既に知っているこ

とが多いです。休 日に友達から聞いたりした情報

だと思います。 (雇用主 N氏 )

また,上述 した諸活動の他に,少数ではあるが,副

業で販売活動をしている家事労働者も存在する。販売

活動の中で最 も多い商品は,廉価による日用品や食品

であり,更 には,ネ イルアー トなどの美容サービスを

行なっているものもいる。利用者は香港人ではなく,

フイリピン人に限られ,と りわけ顔見知 りのフイリピ

ン人家事労働者の利用が多い。

また,フ ィリピン人家事労働者は,故郷に家族を残

し,単身で労働 しているため,ホ ームシックにかか り

やすい。また,住み込みで働いている場合が多いた

め,実際には,労働は 8時間以上におよぶこともある

上に,雇用主の要求によって,過剰な労働を強いられ

ることもある。また,プライベー トが保障されていな

いという状況から,ス トレスもたまりやすい。他に

も,「使用人」という立場から,し ばしば,「二等公

民」のように扱われたりして,自 尊心を傷つけられる

こともある。こういった具体例を,聞 き取 りの中から

紹介する :

聞いたことがあるんですけど,メ イ ドに極力お

金をかけないようにしている日本人の雇用主がい

て,そ このメイドは子供の残飯 しか食べさせても

らえなかったり,部屋 もあてがわれず,風呂場で

寝起きをさせられたりしているそうです。雇用主

の家族全員が入浴を終えてから,そ こで寝ること

になるので,ひ どい時には夜中を過ぎることもあ

るみたいです。 (雇用主 L氏 )

他の家の話ですけど,家族全員とメイ ドで外出

した時に,高級なレス トランで食事する場合は
,
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メイドに一緒に食事を取 らせず,外で待たせてお

いて,後で簡単にフアース トフー ド店で食事させ

て節約する,と いった話 を聞 きました。なるほ

ど, と思いましたね。 (雇用主 L氏 )

以前,雇用主が経営するレス トランで皿洗いを

させられたり (法律では家事労働以外の仕事をす

ることは禁止されている。),雇 用主の知 り合いの

家に派遣されて,そ この家事 とかを手伝わされた

りしているメイドの話も聞いたことがあります。

(法律では雇用主以外の人のための労働は禁止 さ

れている。)う ちも,人の家に招待 された時に,

メイドを連れて行って,そ この家の手伝いをさせ

ることもあるんですが,そ ういう時は,法律違反

っぽいことをやってるわけなので,メ イドの気持

ちを考慮 し,その分のお小遣いを渡 して,不満が

たまらないように気を遣っています。 (雇 用主 M

氏 )

以上のような状況においても,フ イリピン人家事労

働者は,「使用人」 という立場から,異議を唱えにく

い。異議を唱えることによる解雇を恐れて,不満を表

明せず,雇 用主の命令に従 うケースがほとんどであ

る。上述の聞き取 りの中にもあるように,雇用主が ,

気持ちを考慮 してくれる状況にある場合はまだしも,

そうでない場合は,かなりのス トレスが発生するだろ

う。そういった状況の下で,唯一,自 由を得られる時

が休日であ り,同様の思いを抱 く同郷人と悩みを相談

しあったり,バーベキューやダンスなどのイベントで

ス トレスを発散 したり,教会での礼拝で心をおちつか

せたりできるのが,休 日の時だけなのである。そこで

は,「二等公民」 としてではなく,同郷人たちと対等

な立場で付 き合うことができる。そして,こ れらの諸

活動を通 して,フ イリピン人家事労働者は異郷の地に
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いながらも,自 己のアイデンティティを確立 している

のである9。

4。 フイリピン人家事労働者の宗教活動

フイリピンはスペイン植民地時代の影響を受け,現

在でもなお,国民の約 85%が カソリックおよびその

宗派の信者である。その他はプロテスタントやイスラ

ム教などの宗教,ア ニ ミズムなどの諸宗教,お よび無

宗教などに分類される。本研究では,フ イリピン家事

労働者を対象として,彼女たちの宗教活動を通 して
,

宗教に対する価値観や故郷への関わり方を考察 した。

アンケー トの回答者のうち,大半を占める95%が

キリス ト教系の信者であったが,そ の中の 77%が

「香港に来る以前か ら,日 曜の礼拝 に参加 していた」

と答え,同様の比率で「香港に来てからも同様に日曜

の礼拝を欠かしていない」 と回答 している。また,回

答者 うち,83%は 「香港に来る以前から,日 曜の教

会諸活動に参加 していた」 と答えている。そして,71

%が,香港での教会との関わり方 (例 えばネL拝の回数

や,感情輸入の度合い)も 「香港に来る以前 と変わら

ない」 と答えている。これらの数字から,フ イリピン

人家事労働者は,香港に来てからも,な おも礼拝,信

仰活動を継続 し,参加の度合いにも変化は見られない

ということが確認できた。

筆者の指導の下で本アンケー ト調査を実施 した香港

中文大学の学生グループのメンバーは,英国植民地統

治の影響によってキリス ト教系宗教が普及している香

港に居住 しているということもあって,ア ンケー ト実

施前から,既 にこの結果を予期 していた。学生たち

は,「宗教は世界の多 くの人々にとって,非常に重要

な精神的糧であ り,人 々のよりどころでもあり,基礎

をなしているものである」 といい,フ イリピン人家事

労働者たちの信仰に対する望みや要求は,香港におけ

る宗教の諸活動への参加を維持させるだけの原動力に

繋がっていると考えていた。宗教の信仰は,フ イリピ

ン人家事労働者にとって,心の安らぎや自己アイデン

テイテイの確立にも大 きく作用 しているといえよう。

彼女たちが,異郷の地で受けたス トレスや不安は,宗

教への依頼によって緩和される部分が大きい。キリス

ト教が提唱する「キリスト教精神」は,奉仕,忍耐 ,

懺悔が基本であるため,長期の労働においてス トレス

を感 じているフィリピン人家事労働者にとつて,共感

できる部分がある。そして,同時に,彼女たちは,キ

リス ト教の教えに従い,自 らがキリス ト教の模範となネイルアートで副収入を得るフイリピン人家事労働者
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多くのフィリピン人家事労働者が礼拝
を行なうカソリック教会

るように努力するのと同時に,キ リスト教への帰属意

識を強めていると考えられる。

上述の結果とは別に,以下に非常に興味深い調査結

果を紹介したい。実際には,キ リスト教系宗教信者の

うち,72%が 「香港およびフイリピンにおける宗教

活動への参加目的およびその活動内容は同様ではな

い」と回答 しており,そ のうちの約 80%が「その差

異は大きい」と考えているЮ)。 宗教活動への参加の目

的については,キ リス ト教系宗教信者の68%が「香

港の活動に宗教性を求めて」,18%が 「集団的性質を

求めて」,8%が「娯楽的性質を求めて」,6%が「コ

ミュニケーション的性質を求めて」と答えているので

ある。 (ア ンケー ト設問 10-17を 参照。)つ まり,実

際には,フ イリピン人家事労働者の宗教への関わり方

(例 えばネL拝 の回数や,宗教活動)に は変化がなくて

も,その目的には変化が現れていると考えることがで

きる。つまり,宗教活動に対して,「宗教的性質」を

求めている68%以外は,「集団的性質」,「娯楽的性

質」,「 コミュニケーション的性質」といった他の要素

を求めているのである。これは,異郷に暮らすフィリ

ピン人家事労働者が,宗教活動に対して純粋の宗教だ

けではない,他のもの (人 とのかかわり)を求める心

理を反映している。聞き取りでも,純粋な宗教性以外

のものを求める家事労働者のケースがあった :

メイドは,香港では,礼拝時に,同国出身者と

知り合うことを楽しみにしたり,お しゃれをして

教会の活動に参加しているようです。教会で,友
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して,教会での礼拝や

ようなことを言ってい

小ケ谷によると,移住家事労働支援 NGOは ,そ の

多 くが教会を活動拠点として,カ ウンセリング,雇用

主との トラブルに関する法律的ア ドバイス,裁判時の

通訳,シ ェルターの提供,さ らには広東語クラスやそ

の他のレクリエーション活動などの様々なサービスを

行なっている。そして,いずれも,家事労働者と同じ

国籍のスタッフや,家事労働者によるボランテイアを

擁 し,サ ービスの提供に当たっている。例えば,1985

年から,コ ミュニテイ開発プログラムの一環として
,

フイリピン人向けにサービスを行なってきたカリタス

香港 (Caritas_Hong Kong Asian Migrant Workers and the

Filipino Social Searvices prttect)では,香港の移民法

や労働法などの トレーニングを受けたフイリピン人家

事労働者が,ボランティアの相談員となっている日)。

以上の NGOの活動を含んだ宗教活動が実施 される

教会に集うメンバーのほとんどが,フ ィリピン人であ

る。フイリピン人家事労働者は,宗教活動を通 して
,

同国人や同郷人とのかかわり,故郷 とのネットワーク

を構築 しようとしているのである。異郷に暮らすフイ

リピン人家事労働者が,上章で述べたような「友人た

ちとの交流や,各種活動を通 して,故郷へのつなが り

を保つ」ことと同様に,宗教活動に対 しても,そ うい

つた目的で参加するようになり,香港に来る前 と後 と

で,宗教活動に対する参加意義に変容が見られるよう

になっているのである。

5.フ イリピン人家事労働者の

余暇 における飲食状況

これまで,フ ィリピン人家事労働者の余暇における

諸活動を通して,彼女たちの故郷との関わり方や,ア

イデンティティについての考察をおこなってきた。本

章では,余暇とかかわりの深い分野である「飲食」に

着目し,フ イリピン人家事労働者が,休暇時に行う飲

食活動についての考察をおこなう。飲食は文化の一種

であるということができる。世界の多くの地域では
,

チャイナタウンには必ず中華料理店が存在するよう

に,移民たちによるコミュニテイには必ず,移民の出

身地の料理を提供するレス トランがある。移民たち

は,故郷の料理を食べることによつて,故郷とのつな

がりを保ち,異郷にいることによって起こる強い郷愁

合田 美穂 :在香港フイリピン人家事労働者の余暇活動についての一考察

人たちと記念撮影をしたり

活動をかなり楽 しんでいる

ました。(N氏 )
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の念やホームシックを和 らげようとしている。よっ

て,故郷の料理は,移民の地域アイデンティテイとも

大 きく関係 しているといえるだろう。

香港で就労するフイリピン人家事労働者の多くは
,

香港人 (或 いは香港に居住ずる外国人)の住宅に住み

込んでいる場合が多いため,同郷人とともにコミュニ

ティを形成 しているわけではない。よって,彼女たち

が居住する地域に,フ イリピン料理 レス トランがある

場合は極めて少なく,いつでも近所のレストランで故

郷の料理を口にすることはできない。雇用主の家で
,

主に調理する料理は,雇用主によつて決められた中華

料理を主とするメニューである場合がほとんどであ

り,自 らのために,故郷の料理を調理する機会は少な

く,家事に追われてそういった時間も取 りにくい。フ

イリピン料理好 きの雇用主や,フ ィリピン料理を調理

する機会を与えてくれる雇用主のもとで労働できるケ

ースは稀であろう。このような状況下において,彼女

たちは休暇時に,特 別に故郷の味 を求める傾向があ

る。

アンケー ト調査の結果では,回 答者の うち,85%
が休暇時に「フイリピン料理 を食べ る」と答えてい

る。それらの大部分は自らが調理 し,持参 したもので

ある。 (ア ンケー ト設問 18,19,20を 参照。)ま た,フ

イリピン人家事労働者は同国出身の家事労働者 (香 港

に来る以前或いは香港に来てからできた友人や知人)

とともに,適当な場所を見つけて,そ れぞれが持参 し

た自家製のフィリピン料理を共有する。 (ア ンケー ト

設問 21,22を 参照。)日 曜 日を主 とする休暇になる

と,フ イリピン人家事労働者のグループが,公園など

で場所を陣取 り,それぞれが持参 したフイリピン料理

を囲みながら,雑談に花を咲かせる風景を見ることが

できる。このような「会食」を通 して,フ イリピン人

家事労働者は,同郷人とコミュニケーションをとった

り,情報を交換 したり,友情を確認 しあったりしてい

るのである。フイリピン人たちが休暇時に集 う場所

に,フ ィリピン料理のレストランがないわけではない

が,フ イリピン料理店は数が少なく,地元の中華料理

店やファース トフー ドなどと比較すると,値段 もかな

り割高になるため,こ のような家事労働者にはさほど

利用されていない。また,フ ィリピン料理のレス トラ

ンでは,長居もできず,ま してや,大 きな声で雑談 し

たり,新聞を広げて情報交換をしたりするには,適切

な場所とはいえないことも敬遠される理由だろう。聞

き取 りの中か ら,「会食」にまつわるものを紹介す

る :

メイドは,いつも,休みの時に,フ イリピンの

食材専門店で,調味料とか食材を買い込んで持っ

て帰ってきます。平日の昼間,時 間がある時に
,

それらを使って自分で調理 したりしてることもあ

りますが,体暇時にも朝早 くから起きて,それら

を使って何か作っています。 (雇 用主 M氏 )

メイドが,一時帰国した時に,ス ナック類や調

味料を大量に買い込んで,「休みに友達 と一緒に

食べる」 と嬉 しそうに言っていたことがありまし

た。香港のフイリピン食材店で売っているもの

と,若干味が違うそうで,本場の物を友達にも食

べさせたいということでした。 (雇用主 S氏 )

彼女たちは,自 家製のフイリピン料理を食べること

によって,強い郷愁の念やホームシックを回避するこ

とができるだけではなく,こ の「会食」を通 して,'同

郷の友人や知人とのネットワークを再構築 し,お互い

の信頼関係を築いているのである。こういった行為

は,同時に,出 身地への地域アイデンティティや,フ

イリピン人としてのアイデンティティを強める要因に

なっている。

また,フ ィリピン人家事労働者にとって,香港は
,

仕事をして収入を得る場所でしかなく,一時的な「仮

の宿」に過 ぎない。「海外に移民 して,そ の地に根を

下ろして財をなす」 といった考えを持っているものは

多くなく,一時的な収入を得れば,或いは一時的に家

計を助けることができれば,その後は帰国し,自 分の

家族とともに自分の家に住むというのが,フ イリピン

人家事労働者の一般的な考え方である。海外で発展す

るために,異国の地に移民をすることに違和感を持た

ない香港人と異なり,フ イリピン人は,つ ねに故郷が

自分の居場所であり,基本的な生活ができる収入があ自家製のフィリピン菓子 (材料は砂糖やナッツ類など)
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れば,そ の他の要求はさほど高 くない2)。 フイリピン

人にとって,つ まるところ,自 分の本来いるべ き場は

フイリピンなのであり,こ ういった価値観が,非常に

強い地域および民族アイデンティティの維持に繋がっ

ているのであるい|。 フィリピン人は,こ のように,異

郷の地にいながらも,体暇になると,故郷の料理を食

べて懐かしむだけではなく,その「会食」を通して
,

同郷人との交流を深め,故郷へのアイデンティティ
,

フイリピン人としてのアイデンティティを再確立して

いるのである。この「会食」には,上述のフイリピン

人の価値観が多少なりとも反映されているといっても

いいだろう
‖

'。

6.お わ り に

本研究では,フ イリピン人家事労働者の「故郷 との

繋が り方」,「余暇活動」,「宗教活動」,「余暇における

飲食状況」について考察をおこなってきた。異郷の地

で働 くフイリピン人家事労働者は,常に,で きるだけ

故郷の家族,友人,知人と連絡を取 り,情報を交換す

ることに努めてお り,故郷 との関係を確実に保つため

に,「手紙よりも電話」 というように,多少金銭がか

かることも厭わない。彼女たちのこういった行動に

は,自 国や故郷への強いアイデンティティが反映され

ている。また,フ ィリピン人家事労働者は,休暇時を

利用 して,同郷の友人や知人との集い,バーベキュー

やダンスなどの娯楽性イベント,教会活動を通 して娯

楽や集会,自 家製のフイリピン料理を持参 しての「会

食」などといった各種活動に積極的に参加 しているこ

とが確認できたが,こ れらの諸活動への参加目的は
,

決 して娯楽のためだけではない。こういった諸活動

は,フ イリピン人家事労働者が,自 国へのつなが りを

深め,香港で労働する同郷人とのつなが りを強いもの

にし,自 国や地域のアイデンティティ,フ イリピンと

してのアイデンティティを更に確立させていくための

手段であるといえるのである。香港で労働するフィリ

ピン人家事労働者にとって,休暇時における各種活動

は,不可欠な事項であ り,自 らのアイデンティティの

存続にもかかわる非常に重要な存在なのである。
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1)小 ヶ谷千穂「国際労働移動とジェンダーーアジアに

おける移住家事労働者の組織活動をめぐって一」,梶田

孝道編著『講座・社会変動 第 7巻  国際化 とアイデ

ンティティ』, ミネルヴァ書房,2001年 ,130頁。

2)香港政府統計虎『人口普査 2001 主題性報告 少数

族裔人士』,政府統計虎,2002年 ,16頁 。

3)本研究で用いたアンケー ト調査は,2004年 度,香港

中文大学歴史学科にて,筆者が担当する「文化史専題

研究 :近代東南亜的族群典身分 (Topic in cultural His―

tory: Ethnicity and ldentity in Modern Southcast Asia)」

を履修 していた 5名 の学生 グループ (代 表者 :陳 文 )

によって,2000年 10月 に,筆者の指導の 下で実施 され

たものである。調査対象者であるフイリピン人家事労

働者への調査地は,セ ントラル地区の教会,エ ンプレ

ス広場 一帯である。

4)2005年 4月 ～8月 の間に,フ イリピン人家事労働者

を雇用 している 4人 (N氏 ,M氏 ,S氏 ,L氏 )へ の

聞き取 りを実施 した。

5)「香港非傭的喜怒哀楽」,『亜洲週間』,亜洲週間有限

公司,2003年 第 12期 ,55-56頁 。

6)康柴居偏傭中心有限公司編『百分百醒 目偏主 :外傭

管理賞務指南』,経済日報出版社,1997年 ,40頁 。

7)90年 代以降,多 くの日本人独身女性が,香港やシン

ガポールを中心 とするアジア各地域で就労する現象が

見 られるが,彼女たちの中には,日 本に対するよりも

「香港の活気に魅力を感 じる」や「シンガポールの多民

族性が面白い」 といった居住国に対するあこがれの気

持 ちが強い ものが多 く,就労後,日 本 に戻 らずに,ず
っとそのまま異郷の地に居住 していたいという希望を

持っているものもや,現地の男性 と結婚するケース も

日立つ。中には,1年以上,日 本の家族や友人と一度 も

連絡 をとっていない ものさえもいるほどである。両者

の対比は,そ れぞれの持つ背景,海外就労への動機の

違いによるものであろう。

8)小 ヶ谷によると,労働組合を含めた外国人家事労働

者が 80年 代半ば過 ぎから結成 されるようになった。中

でも 1981年 からフィリピン人向けに法律相談やシェル

ター提供などを行なっていた MFMW(Mission br Fili―

pino Migrant Workers)と 連携 して,1984年 に結成され

た Uni―Fil HK(United Fihpino in Hong Kong),お よび移

住労働者の組織化 とア ドボ カシー を推進す る AMC
(Asian Migrant Centre)の コーデイネー トによる移住家

事労働者の労働組合やエスニ ック別グループは,香 港

における自由家事労働者組織の中で も最 もアクテ ィブ

にキヤンペーン活動などを行なっている団体である。

(小 ケ谷千穂「国際労働移動 とジェンダーーアジアにお

ける移住家事労働者の組織活動をめ ぐって一」,梶 田孝

道編著『講座 。社会変動 第 7巻  国際化 とアイデ ン

テイテイ』, ミネルヴァ書房,2001年 ,132-133頁。)

9)筆者は,2000年 に,シ ンガポールで労働する単身日

本人女性 を対象に,ア ンケー トおよび聞き取 りを中心

とした調査 を行 ったが,ア ンケー ト回答者の半数以上

が,休 日は「日本人以外 と過ごす」,或いは「日本人と

過ごした りすることもあれば,外国人や現地人と過 ご

した りすることもある」 と答えてお り,「 日本人のみと

過ごす」 というのはごく少数であった。その主な理由

は「日本人だけと交流を持つのは,海外に出てきた意

味が ない」,「海外 にいるか らには,異 文化 に接 した

い」,「 シンガポールが好 きなので,で きるだけシンガ
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ポールの中に身を置きたい」,「 [1本 が好きじゃないの

で,日 本人と関わる必要がない」などであったが,こ

れらの理由も,彼 女たちの海外就労の動機や就労状況

の相違と大きく関係していると考えられる。

10)「 5」 が最大の差異を示 してお り,「 1」 が最小の差異

であるc回 答者の41人 中,31人 が「4」 以 Lを 選択 し

ているc

ll)小 ケ7i千穂「国際労働移動とジェンダーーアジアに

おける移住家事労働者の組織活動をめぐって一」,梶 III

孝道編著『講座 。社会変動 第7巻  国際化とアイデ

ンテイテイ』, ミネルヴア書房,2001イ11,132頁。

12)小 ケ谷は「移住労働によって得られた貯蓄を帰国後

に個人或いは集団ビジネスに投資 し,移住労働のオル

タナテイブを形成する,と いう出身社会への再統合を

視野に入れた移動形態もある」と指摘 している。 (小 ケ

谷千穂「移住女性労働の展開と課題」,『Sociology Today

ll号』,お茶の水社会学研究会,2000年 ,104-105頁。)

13)「請不要叫我賓妹」,周淑瞬,蘇婉芥,Madeた ine等 著

『地縁典情縁』,突破出版社,2000年 。

14)筆者が実施 した,シ ンガポールで労働する単身日本

人女性への聞き取 りでは,休 暇時の食事については

「いろいろな地元の料理を食べる」という意見が多かっ

た。そ して,そ の次 に「日本料理 を食べる」が続い

たc日 本人女性たちが休暇時に友人や知人と過ごす場

合の食事は,ほ とんどがレス トランの料理であり,自

分で調理することは稀であった。ましてや,ピ クニッ

クなどの特別な機会を除いて,公 園などに場所を陣取

って,「会食」することは皆無であった。こういった諸

結果の相違 も,両 者の背景,両 者を取 り巻 く労働状

況,両者が海外に居住することになった動機などの差

異によるものであろう。
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参考資料

第 1部 :総合的な調査結果 (回 答数 :65部 )

余1限活動

Q.1

How do they spare thelr holiday?

Along

()()|)

With othcrs

i()()(I)

Q.2

Who organize their hollday gatherings?

Q。 3

The nature of the actlvlties

othcrs

5%

□For cntertainmcnt

圏Communicate with iicnds

□ For religion

E]others

Communicatc with friends

38%

故郷 との関わり方

Q。 4

1       2       3       4       5       6
Levclthcy miss thcir homclaand(6 is thc highest lcvcl)

Q.5
How do they contact their relatlves

in homeland during holidays?

By long distance caH

84%

′
「
馬
Ｅ

′
ｂ
Ｅ
Ｑ

，

〓
〓
に

，一ｏ
」
０
０
Ｅ
コ
Ｚ

For rcligion For entertainmcnt

How do they rniss their homeland?



Q.6

Frequency they contact their realtives per rnonth

9 or abovc
2or below

15%
25%

3-5
45%

Q.7

Awarness ofthe news and informatlon ln HK

canit gct thc nc、 vs

and information

5%

No

囲
Ycs
83%

Q。 14

Do they participate in church activities as frequently

and devotedly as you were ln the Philipplnes?

No2   
囲

Ycs

71%

Q。 15

Did the aims,nature or meaning of Sunday religious

activities alter as compared with the re‖ gious activities

ln the Philippines?
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Q。 12

Do they rnaintlan go to eccleslolatry on every Sunday in HK

No

囲
Ycs

77%

Q。 13

Did they participate in church activities in the Ph‖ lppines?

□awarcncss ofthc news

and inforIIlation

田can't gctthc ncws

and inbrmation

awarcncss ofthc ncws

and information

95%

Q.8

Do they send rlloney or otherthings

No
3%

to their homeiand?

Ycs
97%

Q.9

How often would they 9o back to their homeland?

2 years

62%

l ycar or below

36%

休日における宗教活動

Q。 10

Are they Christian?

No
5%

Yes
95%

Q.11

Did they regularly 9o to eccleslolatry on every Sunday

in the Philippines?

No
2  ]                     :::)

Yes
77%

No

Q。 16

‐７

　

。
」
Ｆ

∽
・ｏ
ｃ
一Ｑ
Ｑ
蝙
〓
Ｑ
」
０
８
０
日
●
Ｚ

Ｑ

Ⅳlorc rcligious

68%

12345
The degrcc of diffcrencc(5 is the highest lcvel)

2   
囲

Ycs

72%

lf yes,whatis the possible difference?

Morc communicat市 c
4ヽorc Unified

18%

4ヽore entcrtaining

8%

Degree ofthe difference

□数列
18



74

lff日 における飲食
|

Q。 18

1s the food they eatln holiday dlfferent from thatthey

eatin worklng day?

No
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第 2部 :「 香港での労働経験が 5年以下」

(回 答数 :29部 )

余日限,舌動

Q.1

How do they spare their ho‖day?
Along
O%

With othcrs

100%)

Q。 2

Who organize their holiday gatherings?

Church

Q.3

Labour Union

13%

丁he nature of the activities

の調査結果

□For cntcrtainment

囲Communicate with fricnds

□ For rcligion

囲others

rniss their homeland?

Q。 19

Westcrn food

3%

Chincsc food

l%

Q.20

Carry― out Filipino

bod from restaurants

18%

Q.22

HK
1

01d friends from

he Philippinc

29%

6%
Othcrs

5%

For″‖戸°n 
°
野

 `For en=財 nmen

Sclf― madc Philippine bod

40°0

□Homctown iavor%od
■Sclf― madc Philippine bod

□Common Filipino food

□Carry― out Filipino food from rcstaurants

■Filipino food in rcstaurants

□others

Communicate with fricnds

38%

故郷 との関わり方

Q。 4

Q。 21

Do they eatlndividua‖ y or accompany
with others ln holiday?

Individual

2%

Accompany with others

98%

Whorn do they eat vvith?

Others

9%
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Ｅ
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』
袂
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£
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Filipino friends

mctin HK
49%

Q。 5

How do they contacttheir relatives

in homeland during ho‖ days?

By long distancc call

87%

□Filipino friends met in HK

目Old friends from he Philippinc

□HK friends

□Othcrs

Yc、

83%

What cuislne do they usua‖ y eatin ho‖ day?

囲

Fast food

Filipino food

85%

What kind of F‖ ipino food do they eatln holiday?

Fili口nO f00d  OtTrs Homctown Лavor food

12%

Common Filipino bod

14%

How do they

123456
Lcvclthey miss thcir homclaand(6 is the highcst lcvcl)

fricnds



Q。 6

Frequency they contact their realtives per month

2or bclow

9 or abovc              8 96

42

Q.7
Awarness ofthe news and inforrnation in HK

canit get the ne、 vs

and information

7%
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Q。 12

Do they rnaintian go to ecclesiolatry on every Sunday in HK

No
10%

Q.13

Did they partlcipate in church activities in the Ph‖ ippines?

No1   
日

Ycs
83%

Q。 14

Do they partlcipate ln church activities as frequently

and devotedly as you were in the Philippines?

Q。 8

Do they send lη oney

□awarcness ofthc ncws

and information

田can't getthe news

and inforrllation

to their homeland?

awarcncss ofthe ncws

and information

93%

or other things

No
3%

Q.9
How often would they go back to their homeland?

l year or below

14%

No

囲
79%

Q.15

Did the alms,nature or meaning of Sunday rengious
activitles alter as compared with the religious activities

Q。 16

in the Philippines?

No
21 [

79%

lf yes,whatis the possible difference?

More entertaining

5%
More religious

63%

12345
The degrcc of diffcrencc(5 is the highest lcvel)
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制S

休日における宗教活動

Q。 10

Are they Christian?

No
3%

Yes
97%

Q.11

Did they regularly 9o to ecclesiolatry on every Sunday

ln the Philippines?

No
10%

90%

Degree of the difference
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休日における飲食

Q。 18

Q.19

Western food

3° 0

Chincsc food

3(る

Q.20

No
2

72%

ls the food they eatin holiday dlfferentfrom thatthey

eatin working day?
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第 3部 :香港での労働経験が 6～ 10年 (回 答数 :16)

余1眼 ,舌動

Q.1

How do they spare their holiday?

Along

O%

What culsine do they usua‖ y eatln hollday?

Fast food

With othcrs

100%

Q。 2

Who organlze thelr holiday gatherlngs?

6°
70

Othcrs

3%

Church
42° t)

Labour Union y

o9。

Q.3

Frlcnds

58%

Filipino lbod

85%

What klnd of FIlipino food do they eatin holiday?

Filipino food   OthCrS  Hometown tlavor food

hrTttanhJ峰

Carry― out Filipino

bod from rcstaurants

6%
附
ダ析
i   ttmcl

The nature of the activitles

Common Filipino food

28%
Self― made Philippinc bod

38°
/0

□For cntcrtainment

圏Communicatc with iicnds

□ For rcligion

□others□Homctown Лav()r food

■Self― madc Philippine bod

□Common Filipino food

□Carry―out Filipino bod from rcstaurants

■Filipino bod in rcstaurants

□othcrs

Communicatc with fricnds

45%

故郷 との関わり方

Q。 4

How do thev rniss their homeland?

1    2    3    4    5    6
Lcvel thcy miss thcir homclaand(6 is thc highcst lcvel)

Q。 5

How do they contacttheir relatives

in homeland during holidays?

By long distance caH

84° tl

Q.21

Do they eatindividua‖y or accompany
wlth others in holiday?

Individual

3%

Accompany with others

97%

Q.22

Whorn do they eat vvith?

Othcrs

HK friend、     6%

hc Philippinc

31%

□Filipino friends mctin HK

園01d tticnds from he Philippinc

□ HK fricnds

□ Othcrs

How do they
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Filipino friends

mctin HK
50%
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Q.6

Frequency they contacttheir realtives per month

2or bclo、v

9 or above              149る
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Q。 12

Do they rTlaintian go to ecclesiolatry on every Sunday in HK

No
33%

67%

Q。 13

Did they participate in church activities in the Phillppines?

No
13%

囲
87%

Q。 14

Do they partlcipate ln church activities as frequently

and devotedly as you were in the Philippines?

Q.7
Awarness ofthe news and inforrnation in HK

canit gct thc ncws

and inbrmadon
6% □ awarencss ofthe news

and inforination

田 canit get the news

and information

awarcncss ofthe news

and information

94%

Q.8

Do they send rnoney or otherthings to their homeland?

Q。 9

How often would they 9o back to their homeland?

l ycar or bclow

44%

休 日における宗教活動

Q.10                    Q.
Are they Christian?

No
13%

Yes
87%

Q.11

Did they regularly go to ecclesiolatry on every Sunday

in the Philippines?

No

囲
62%

Q.15

Dld the aims,nature or meaning of Sunday religious

actlvities alter as compared with the re‖ gious activlties

ln the Ph‖ ippines?

囲
No

56%

16

1f yes,whatis the possible difference?

Ⅳlore

Morc Unificd 8

17%

More rcligious

75%
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休日における飲食

Q.18

1s the food they eatin hollday differentfrom thatthey

eatin working day?
No
13%

囲
87%

What culsine do they usua‖ y eatln holiday?
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第 4部 :香港での労働経験が 10年以上 (回 答数 :20部 )

余暇活動

Q.1

How do they spare their ho‖day?
Along
O%

With others

100(る

Q。 2

Who organize their hollday gatherings?

WICh     Fnen“

Q.19

14%
0%

Chinesc food

O%

Q。 20

5%

Common Filipino food

16%

Q。 21

Do they eatlndivldua‖y or accompany
with others in holiday?

Individual

O%

Q。 22

Accompany with othcrs

100%

Whonl do they eatv輌 th?

Others

HK friends    6%
12%

Old■iends iom
hc Philippinc

2496

□Filipino l‐ ricnds mctin HK

目Old friends iom hc Philippinc

□HK fricnds

□Others

30% 60%

Filipino food

76%

What kind of Fillplno food do they eatin ho‖ day?

0% ΠaVOr bOd
16%

Self― nladc Philippinc food

47%

Q.3
丁he nature of the activities

For rdttbn哨 税
S For cn町

靡

Communicate with fricnd、

35%

故郷 との関わり方
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□For entertainment
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How do they mlss their homeland?
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Lcvclthcy miss thcir homclaand(6 is thc highcst lcvel)
Filipino iicnds

mctin HK
58%

Q.5

How do they contacttheir relatlves

ln homeland during holldays?

By long distancc call

77%

□Hometown Πavor bod
■Sclf― madc Philippinc bod

□Common Filipino food

□Carry― out Filipino food from rcstaurants

■Filipino food in rcstaurants

田others
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Q.6
Frequency they contact their realtives per month

2or bclow
9 or above

17%

6--8
33%17%

Q.7

Awarness ofthe news and lnformatlon in HK

Q。 12

Do they rnalntlan go to ecclesiolatry on every Sunday ln HK

65%

can't getthe news

and informalon

0%

Q。 13

Did they participate in church activities in the Phillppines?

Yes

80%

Q。 14

Do they participate ln church activities as frequently

and devotedly as you were in the Philippines?

No

日
65%

Q.15

Did the alms,nature or meaning of Sunday re‖ gious

activities alter as compared with the religious activities

in the Philippines?

No

囲
75%

Q。 16

1f yes,whatis the possible difference?

a、varcncss ofthc ncws

and inforrllation

100%

Q.8
Do they send rnoney or otherthings to

No
O%

thelr homeland?

Ycs
100%

Q。 9

How often would they go back to their homeland?

2 ycars

50%

l ycar or bcl

45%

休 日にお ける宗教活動

Q.10

Are they Christian?

No
O%

Ycs
100%

Q.11

Did they regularly 9o to eccleslolatry on every Sunday

Ⅳlore entertaining

7%
〔ヽore religious

66%

2        3        4
Thc degrec of differcncc(5 is the highest level)
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□ awarcncss ofthc ncws

and inforlnation

田 canit gct thc ncws

and information

4 ycars or abovc

Degree ofthe difference

in the Philippines?
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休日における飲食

Q.18

1s the food they eatln holiday dlfferent from thatthey

eatln、″orking day?
No
5° o

囲

Q.19

What culslne do they usua‖ y eatln honday?

5%

Chinese food

O° 0

Q.20

Filipino food

9()%

What kind of Fillpino food do they eatln ho‖ day?
RIⅢ nO f00JIP rcttaurams、 o:甲S]HomCЮ Wn Πavorfood

8%
Carry― out Filipino

4%

Common Filipino ltDod

40° o

□Homctown Πavor bod
目Sclf― madc Philippineお od

□Common Filipino food

田Carry― out Filipino bod from rcstaurant、

■Filipinoお od in restaurant、

日 othcrs
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Q。 21

Do they eatindlvidua‖y or accompany
wlth others ln ho‖ day?

Individual

O()て )

Q。 22

Whorn do they

Others

15%)

eat v宙 th?

Accompany with othcrs

1009)

HK llicnd、

15%

Old fricnds l｀ rom
hc Philippinc

3()負 )

□Filipino fricnd、 metin HK
目Old fricnds from hc Philippinc

□HK fricnd、

□Othcrs

Filipino iicnds

mctin HK
40%




